
特記仕様書 

 

工事番号 令和７年度 第１１５号 

工事名称 クリスタルプラザごみクレーン等年次点検整備工事 

工事場所 滋賀県長浜市八幡中山町２００番地 

       湖北広域行政事務センター クリスタルプラザ 

 工  期 契約締結日の翌日から令和７年１１月３０日まで 

 

第１条 本工事の施工にあたっては、「一般土木工事等共通仕様書（令和２年４月滋賀県）」

（以下、「共通仕様書」という。）、「一般土木工事等共通仕様書付則（令和２年４月滋賀県

土木交通部）」（以下、「付則」という。）および「廃棄物処理施設点検補修工事積算要領Ⅲ

編点検補修工事共通仕様書（平成２２年度版公益社団法人全国都市清掃会議）」（以下、「点

検補修工事共通仕様書」という。）および本特記仕様書によるものとする。 

 

第２条 共通仕様書ならびに付則において、「滋賀県が発注する土木工事等」は「湖北広域

行政事務センターが発注する土木工事等」に、「滋賀県建設工事請負契約約款」は「湖北

広域行政事務センター建設工事請負契約約款」に、「滋賀県建設工事監督要領」は「湖北

広域行政事務センター建設工事監督要領」に、「滋賀県建設工事検査要領」は「湖北広域

行政事務センター工事検査要領」に、それぞれ読み替えるものとする。 

  また、滋賀県建設工事請負契約約款第１７条から第４８条は、湖北広域行政事務センタ

ー建設工事請負契約約款第１６条から第４７条に各々１条繰り上げて適用するものとす

る。 

 

第３条 湖北広域行政事務センターの発注工事等における暴力団等による不当介入の排除

について 

 （「不当介入に関する通報制度」の徹底について） 

１．受注者は、暴力団員等（暴力団の構成員及び暴力団関係者、その他センター発注工事等

に対して不当介入をしようとするすべての者をいう。）による不当介入（不当な要求又は

業務の妨害）を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった時

点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うものとする。 

２．受注者は前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書（別紙

様式第１号）により所轄警察署に届け出るとともに、監督職員に報告するものとする。ま

た、受注者は、以上のことについて、下請負人（再委託の協力者を含む）に対して、十分

に指導を行うものとする。 

３．受注者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生

じた場合は、監督職員と協議するものとする。 



第４条 工事範囲 

機器名称・範囲等 工事場所 住所 

ごみクレーン１・２号機、 

灰クレーン（予備バケット

含む）、ホイストクレーン

２機（中央・メンテナンス

通路 ） 

湖北広域行政事務センター 

クリスタルプラザ 

滋賀県長浜市八幡中山町 

２００番地 

 

第５条 共通仕様書、付則、点検補修工事共通仕様書に対する特記事項は、下記のとおりと

する。 

記 

 

第１編 共通編 

第１章 総則 

第１節 総則 

1-1-1-3 設計図書の照査等 

  設計図書のうち、図面については関連施設竣工図書等から作成したものであり現状

と一致しない場合があるので参考図とする。本工事の施工にあたっては、事前に設計図

書の照査を行うものとし、監督職員に確認できる資料を書面により提出するものとす

る。 

  工事内容の変更が必要となる場合には、受注者が変更図面・資料等を作成して監督職

員に提出し、協議のうえ、承諾を得ること。 

 

1-1-1-4 施工計画書 

  施工計画書の作成にあたっては、「施工計画書作成要領（案）」によるものとするが、

共通仕様書による別途規定がある場合は、その内容を追記するものとする。また、監督

職員がその他の項目について補足を求めた場合も、同様とする。 

（１） 現場着手１ヶ月前までに施工計画書を作成し、監督職員に提出しなければなら

ない。 

（２） 施工計画書において作成の必要のない項目は、監督職員の承諾を受けて省略す

ることができる。 

 

1-1-1-11 受注者相互の協力 

  （関連工事の調整） 

   受注者は契約約款第２条の規定に基づき隣接工事または関連工事の請負業者と相互

に協力し、施設稼働に支障をきたさないように施工しなければならない。 



1-1-1-29 事故報告書 

  受注者は工事の施工中に事故が発生した場合は、直ちに監督職員に概要を報告する

とともに、事故報告を監督職員が指示する期日までに発注者に提出しなければならな

い。 

 

1-1-1-34 諸法令の厳守 

  受注者は、労働時間および労働者作業環境について労働基準法等の諸法令を遵守し

なければならない。 

 

1-1-1-36 施工時期及び施工時間の変更 

  本工事は、官庁における休日には工事はできない。ただし、土日曜および国民の休日

において、また下記の作業時間外に工事を行う必然性がある場合、事前に監督職員に書

面にて承諾を得ること。 

 （作業時間等） 

  本工事の作業時間帯は、原則として下記によるものとする。 

   午前８時３０分～午後５時１５分 

  本工事の施工にあたり、関係機関・自治体等から時間的制約条件を付された場合は、

速やかに監督職員と協議を行い、指示に従うものとする。 

 

第１６編 水道編 

第１章 総則 

第２節 材料 

16-1-2-1 工事材料の品質 

 （品質規格） 

１．本工事に使用する材料の品質規格は、共通仕様書によるものとするが、材料につい

ては、JIS、JWWA、JDPA の規格に適合したものまたは、これと同等品以上の品質を有

するものとする。 

２．適合指定材料については、規格適合証または検査合格証を提出すること。 

 

第４章 機械電気設備工事 

 

第１節 通則 

16-4-1-5 保安および衛生管理 

   １．受注者は、保安および衛生について関係法令を遵守することはもとより、特に施

設内等で行う工事で汚染等の恐れがある場合は、適切な方法で保護養生するなど

保安衛生に留意しなければならない。 



２．危険物の保管および取扱いについて、火薬、ガソリン、油、電気等の危険性のあ

るものを使用する場合には、その保管及び取扱いについて、関係法令の定めるとこ

ろに従い適切に行うものとする。作業に必要がある燃料、溶剤等は日々運搬するこ

と。 

 

 16-4-1-10 検査および試験 

   本工事で行う監督職員による検査（確認）および立会は本章以外であっても本項目に

よるものとする。 

   １．受注者は、本工事に使用する資材等の確認・検査について監督職員の立会にあた

っては、あらかじめ定められた様式で事前に提出するものとする。 

２．試験および検査 

 （１）試験および検査体制 

    受注者は、試験および検査に必要な材料、人員その他必要とする仮設材等を

整え、試験および検査が迅速かつ、円滑に実施できるように必要な体制を整え

なければならない。 

（２）資機材搬入検査 

       使用資機材の構造、寸法および変質の有無等を確認する為のものであり、外 

観については、次表により検査を実施するものである。 

        

検査資機材名称 検査項目 

主要機器 外観、員数、規格表示、その他監督職員が指示する項目 

主要材料 外観、員数、規格表示、その他監督職員が指示する項目 

その他 監督職員が指示する項目 

       ※軽易な資材については、検査を省略する場合がある。 

 

（３）現地試験および検査 

   現地において、組立および据え付けられた設備が十分に機能が発揮できる

かどうかを確認する為のものであり、施工の状態および性能等について次の

とおり検査を実施するものである。 

１）動作試験 

２）その他 

（４）試験および検査に必要な水および電力 

       上記試験および検査のうち、現場において実施する場合に必要な水および

設備を稼働させて行う設備電力は当方が支給するものとする。 

 

 



その他特記事項 

（光熱水費の負担） 

 本工事における電力、水道水はセンターより支給する。また、各種機器の運転に必要な

電力、用水についてもセンターより支給する。 

 

（損害賠償） 

  工事の施工に伴い通常発生する物件等の破損の補修費および騒音・振動・濁水・交通障

害等による事業損失にかかる補償は受注者の負担において行わなければならない。 

  また、本工事完了後においても明らかに本工事に起因する物件および構造物等の破損

の補償および修理は、すべて本工事受注者の負担で行わなければならない。 

 

（提出書類） 

 本工事において受注者は、次表に掲げる関係図書等を提出しなければならない。 

                 

契約、着手時または随時  完了後 

関係書類 部数 関係書類 部数 

工事着工届書 ２ 工事完了届書 ２ 

現場代理人等届 ２ 工事目的物引渡書 ２ 

工程表 ２ 請求書 １ 

施工計画書 ２ 工事写真 ２ 

工事使用材料承諾関係書類 ２ 工事報告書 ２ 

施工承諾図 ２ 官庁署への手続書 ２ 

その他監督職員が指示するもの ２ その他監督職員が指示するもの ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



工事内容 

第１ 工事概要 

   本工事はごみクレーン等の消耗部品の取替え及びごみクレーン等安全規則に基づく

年次点検を行うものである。 

 

第２ 施工条件（現場条件） 

   本工事は、稼働中のごみ焼却処理施設での施工であり、安全に十分に注意し実施する

こと。 

 

第３ 主要機器等仕様 

本工事で修繕等を行う機器の構成は、下表のとおりとする。 

機器名称 型式等 数量 

ごみクレーン 別紙、仕様のとおり    ２機 

灰クレーン 別紙、仕様のとおり １機 

（予備バケットあり） 

ホイストクレーン 

（中央・メンテナンス通路） 

別紙、仕様のとおり 

 

 

   ２機 

     

第４ 施工内容 

  １．消耗部品取替整備 

（ア）ごみクレーン２基分 

名称 
形状 

寸法 
個数 備考 

１．巻上ワイヤーロープ（SZ 撚り各 1 本）  ４本  

２．巻上ワイヤークリップ  ８個  

３．ワイヤーコッターソケット  ４式  

４．巻上減速機オイル  ２式 センター支給 

５．バケット作動油  ２式 センター支給 

６．巻取機用オイル  ２式 センター支給 

７．巻上ドラム用軸受け  ２個  

８．横行車輪用軸受け  ８個  

９．横行用近接リミットスイッチ  ４個  

10．横行用レバースイッチ  １２個  

11．バケット給電ケーブル  ２本  

12．バケット給電ケーブル用ガイドローラー  ８本  



13．バケット電磁弁・リリーフ弁用 Oリング  ２式  

14．バケット用端子台  １式 １号機のみ 

15．巻上用チェーンカップリングケース  １組 ２号機のみ 

16．巻上用ブレーキ本体  １台 ２号機のみ 

17．巻取機用減速機内ベアリング  ４個 ２号機のみ 

18．巻取機用減速機内オイルシール  ３個 ２号機のみ 

19．巻取機用減速機内 Oリング  ４個 ２号機のみ 

20. バケット用チェーンカップリングケース  １組 ２号機のみ 

21．バケット用コンロッド下部ピン  ２本 ２号機のみ 

    ※センターからの在庫支給品としている部品については、センターが手配でき次

第取替を行うこと。 

 

（イ）灰クレーン 

名称 
形状 

寸法 
個数 備考 

１．巻上ワイヤーロープ（SZ撚り各１本）  ２本  

２．ワイヤークリップ  ４個  

３．巻上減速機オイル  １式 センター支給 

４．バケット作動油  １式 センター支給 

５．非常上限リミット用ワイヤー、クリップ  １式  

６．No.97865 バケット用シャックル  ２個  

 

  ２．年次点検（クレーン等安全規則第３４条） 

   次の項目について点検を行う。 

① 構造部分、機械部分、電気部分の異常の有無 

② ワイヤーロープ又はつりチェーンの異常の有無 

③ つり具の異常の有無 

④ 電気部品の絶縁抵抗測定 

⑤ 荷重試験（定格荷重に相当する荷重の荷をつって行う荷重） 

※ホイストクレーン（中央・メンテナンス通路）は、荷重試験を除く。 

 

４．その他 

・本工事に業務上、技術管理的に当然必要と認められる内容についても含まれるもの

とする。 

・施工にあたっては十分な事前調査を行うこと。 

・本工事において、原則として軽微な費用の補修ならびに部品の交換等については、



請負費に含まれるものとする。 

・工事完了後、監督職員立会による機器の試運転を行い、運転上支障のないよう確実

に調整を行うこと。 

・撤去品については、受注者の責任において適正に処分すること。 

・本仕様書に記載なき項目については、その都度監督職員と協議するものとする。 
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１．ごみクレーン（１・２号機）仕様 

 

１）形  式         製油圧バケット付ごみクレーン 

 

２）クラブ製造番号・製造年  １号炉（製造番号 ２０５２ 製造年１９９８年） 

2号炉（製造番号 ２０５３ 製造年１９９８年） 

 

３）主要項目（１基に付き） 

  吊上荷重         3.88ｔ（0.38ｔ／㎥のとき） 

  定格荷重         1.58ｔ（0.38ｔ／㎥のとき） 

  バケット掴み量      切り取り 4.5㎥ 

  径間           約 11.0ｍ 

  揚程           約 27.5ｍ 

  横行距離         約 11.5ｍ 

  走行距離         約 34.0ｍ 

  仕様電源         3相 440V 

  所要電動機 

動  作 速度（m/min） 出力（kw） ブレーキ形式 

巻き上げ 40 37 電磁式 

開  閉 開 6秒／閉 8秒 11 ― 

横  行 30 2.2 電磁式 

走  行 40 2.2×2 電磁式 

  操作方式    遠隔操作（クレーン操作室）・区間自動方式・全自動方式 

  集電方式    走行、横行  キャブタイヤケーブルカーテンハンガ方式 

          巻上     キャブタイヤケーブルリール方式 

 

４）材質 

  ガータ本体    一般構造用圧延鋼材（SS400） 

  ドラム      同上 

  軸・歯車・車輪  機械構造用炭素鋼鋼材（S45C） 

           クロムモリブデン鋼鋼材（SCM435） 

  軸受本体     ねずみ鋳鉄（FC25）、炭素鋼鋳鋼品 

  軸受       転がり軸受 

  ブレーキ輪    ねずみ鋳鉄（FC25） 

  バケット本体   一般構造用圧延鋼材（SS400） 

  バケット爪    機械構造用炭素鋼（SCMn3） 
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２．灰クレーン仕様 

 

１）形  式         バケット付クレーン 

 

２）数  量         1基（製造番号：２０５４） 

 

３）主要項目（１基に付き） 

  吊上荷重         2.2ｔ（灰の比重 1.4ｔ／㎥のとき） 

  定格荷重         1.0ｔ（灰の比重 1.4ｔ／㎥のとき） 

  バケット掴み量      0.7㎥（1.0ｔ） 

  径間           約 2.0ｍ 

  揚程           12.4ｍ 

  走行距離         約 17.0ｍ 

  仕様電源         3相 440V 

  所要電動機 

動  作 速度（m/min） 出力（kw） ブレーキ形式 

巻き上げ 30 15 電磁式 

開  閉 開 5秒／閉 8秒 5.5 ― 

走  行 40 1.5×2 電磁式 

  操作方式    遠隔操作（灰クレーン操作室） 

  集電方式    走行     キャブタイヤケーブルカーテンハンガ方式 

          巻上     キャブタイヤケーブルリール方式 

 

４）材質 

  ガータ本体    一般構造用圧延鋼材（SS400） 

  ドラム      同上 

  軸・歯車・車輪  機械構造用炭素鋼鋼材（S45C） 

           クロムモリブデン鋼鋼材（SCM435） 

  軸受本体     ねずみ鋳鉄（FC20）、炭素鋼鋳鋼品 

  軸受       転がり軸受 

  ブレーキ輪    ねずみ鋳鉄（FC25） 

  バケット本体   一般構造用圧延鋼材（SS400） 
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３．ホイストクレーン（メンテナンス通路）仕様 

次項「電動横行式電気チェーンブロック 品番 MHE5010 組立図」のとおり
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４．ホイストクレーン（中央）仕様 

 

 

 

【主要項目】 

ニッチ テルハクレーン０．５ｔ 

揚程約２５ｍ用 ALL１速 

４点押しボタン式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 5 - 

 

５．灰クレーン（予備用）仕様 
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灰クレーンと灰クレーン（予備機） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 灰クレーン           灰クレーン（予備機） 
















